
©2021 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

食品流通事業
事業戦略

2021年5月31日

富士電機株式会社
執行役員

食品流通事業本部長

浅野 恵一
1



©2021 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

■事業概要

■2021年度経営計画

目次

・市況の見方
・事業方針
・事業計画
・重点施策
・設備投資、研究開発

2



©2021 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

事業概要
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自販機

店舗流通

高付加価値自販機

シェア 1位*

東南アジア向け缶ペット・食品自販機
2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年以降

価値

飲

料

機

食

品

機

◆30セレサーペン機(FMS)

高い省エネ性により中古機を

置き換え

【顧客:】
-AOC
-SUN108 等

◆スラント機 (FMS)

ロングPETの販売が可能

◆36セレ大型サーペン (FMS)

ベンディングプラスがオンライン管

理システムやQRコード決済機能を搭

載

インフラ化 商品多様化/売上UP 複合ビジネス柔軟対応

【顧客:】

ベンディングプラス

(マスク)

【顧客:】ベンディングプラス

◆Nagomi:小型機 (FMS)

販売商品の多様化による単価・

売上UP

◆大型食品機 (FMS)

- FMS製廉価機

- 大容量＆省エネ

◆大型汎用機 (DFB)

販売商品多様化・大容量

◆7-11向け大型食品機 (DFB) 

32インチLCD＆エレーベータ付

◆FMS生産に移行(機能アップ)

エレーベータ―機構の改善によりデザート販

売を可能に

◆アイス自販機＆ 冷凍弁当

売上アップ＆フードロス削減

◆P0ラック搭載サーペン機

- ロングPET対応サーペン

- PET収容本数UP

- 省エネ

- 売上(単価)UPに貢献

- オペレーション効率改善

【想定顧客:】

- CP ALL (7-Eleven)

- BluePay 

- Etika (飲料メーカー)

- Thai Beverage  (飲料メーカー)

無人化・省人化

【顧客:】

-AOC

-Lactasoy(紙パック飲料)

【想定顧客:】

- CP ALL (7-Eleven)

- Indo Malet (コンビニ)

◆AI自販機

分析＆最適化による売上UP＆オペレーション

効率の改善

【想定顧客:】

- 各国のコカ・コーラ等大手飲料メーカー

- CP ALL (7-Eleven)

【顧客:】 CP ALL (7-Eleven)

◆BluePay向けカスタマイズ機

省エネ＆現地サービス拡充
【顧客:】BluePay

【顧客:】

-Wai-Wai(ヌードル)

-タイ日清 (ヌードル)

カスタマイズ 【顧客:】 CP ALL (7-Eleven)

機種バリエーション

【顧客:】シンガポール・コカ

タイシェア 1位*

主な納入先

自販機(国内)
・飲料メーカー
・食品メーカー
・自販機オペレーター

自販機(海外)
・飲料メーカー
・自販機オペレーター
・コンビニ
・電子マネー運営会社

店舗流通
・コンビニ
・スーパー
・POSメーカー

* シェアは2020年度実績、当社推定

㈱JR東日本クロスステーション様
イノベーション機

サイネージ機

双方向
キャッシュレス、タッチレス

MCU

省エネ型飲料自販機 食品自販機
大容量対応
飲料自販機 大型食品機

業界初

冷凍・冷蔵
ショーケース

店舗
トータルコーディネート

カウンター什器 自動釣銭機

国

内

海

外

国

内

中国飲料機シェア 1位*

飲料自販機 屋外小型物品機
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2021年度 市況の見方
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市況の見方（2021年度）

19年
→20年

20年
→21年

コメント

自販機

国内

楽観視せず、２０２０年度並みと想定

<市場ニーズ>

・Withコロナでの「非接触」「非対面」「双方向」

・飲料販売以外の「新たな自販機活用」需要の高まり

中国
顧客ニーズの多様化により市場回復傾向

<市場ニーズ>

・飲料メーカー：「省エネ/環境対応」「大型中身飲料販売」

・コンビニ：「サテライト展開による自販機活用」「多品種商品販売」

・電子マネー運営会社：「自社電子マネー拡大」

東南
アジア

店舗
流通

国内

２０２０年度並みと想定

<市場ニーズ>

・効果的な売上拡大の為の「改装需要」の高まり

・「省人化」「食品ロス削減」「非接触」「非対面」「サテライト展開」

(横ばい)

(微増)

(微増)

(横ばい)

▲40%

▲40%

▲40%

▲20%
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2021年度 事業方針
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重点施策

・２０２０年度に実施した「事業構造改革」効果を最大限抽出し、事業体質の改善

・トップラインを上げる為の「成長戦略」に注力（新規顧客×新商材）

■自販機 ・国内：「シェアアップ」の効果抽出 と 「高付加価値機」の展開

・海外：「新規顧客(受注済案件)」の刈取り と 「顧客戦略」の推進

■店舗流通 ・「シェアアップ」の効果抽出 と 「新製品(受注済案件)」の刈取り

・コンビニ顧客の新ニーズに対応したソリューション提案の推進

■共通 ・「新規顧客」の開拓 と 「ニーズに対応した新商材」の投入

・三重工場、DFB*1、FMS*2 の利点を活かした効率的なものつくり運営

事業方針

*1 DFB：大連富士冰山自動販売機社
*2 FMS：フジメテックスマラン社
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2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
経営計画

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
経営計画

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
経営計画

530
359 423

514

407
453

1,044

766

875

977

730
816

67

35

59

1,044

766

875

38

-53

27

-6.9%

3.1%
3.7%

2021年度 事業計画
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営業利益・営業利益率（億円）サブセグメント別売上高（億円） 国内・海外別売上高（億円）

増減

+109

+46

+64

増減

+109

+24

+85

増減

+80

自販機

店舗
流通

海外

国内

２０２０年度に実施した「事業構造改革」「シェアアップ」の効果を抽出し、増収増益
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2021年度 売上高計画（対前年）
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２０年度:実施済施策
約 ８ 割

２１年度:施策
約 ２ 割

売上増計 ： +１０９億円

単位：億円

2020年度
実績

2021年度
計画

・国内自販機
→シェアアップ

・海外自販機
→新規受注・内示済案件

・店舗流通
→ショーケースシェアアップ
→新規受注済案件

・国内
→新規物量

・海外
→新規物量

766

875

売上増のうち、約８割は２０年度実施済施策により、約２割は２１年度施策で計画
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2021年度 営業利益計画（対前年）
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2020年度
実績

損益改善計 ： +８０億円

単位：億円

2021年度
計画

・構造改革
→開発体制の見直し
→人員の適正化

・原価低減(20年度)
・一部価格改定

・新規物量

・原価低減
(21年度)

２０年度:実施済施策
約 ７ 割

２１年度:施策
約 ３ 割

損益改善のうち、約７割は２０年度実施済施策により、約３割は２１年度施策で計画

・自販機シェアアップ
・店舗ショーケースシェアアップ
・新規受注済案件

▲53

27
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国内自販機：売上拡大戦略
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デジタルトランス
フォーメーション

堅牢
構造防水

構造

搬出
技術

冷熱
技術

自販機
コア技術

新
規
技
術

既
存
技
術

既存顧客 新規顧客

【効果的売上拡大サービス】
・リクエスト機能
・ダイナミックプライシング

新サービスビジネス開始

双方向通信機
(MCU)

双方向／キャッシュレス／非接触

高付加価値機の展開

検体輸送

医療/物流/検体業者

キーBOX付自販機

レンタカー

「新たに自販機活用」する顧客
→マイクロマーケットへの展開

(業界初)
屋外小型物品機
→ホテル、鉄道

冷凍食品自販機

【自販機オペレーション効率化】
・需要予測
・ルート最適化

非接触/非対面ニーズ

AI対応双方向自販機
完全非接触自販機

(21年発売済)

高付加価値機の投入により、自販機シェア「ナンバー１」を維持し、市場開拓を推進

飲料メーカー
食品メーカー

開発
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海外自販機：売上拡大戦略
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電子マネー系顧客

中国

東南
アジア

省エネ飲料機 大型食品機

顧客
ニーズ

財閥系
（コンビニ）

タイ
ﾍﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
ﾌﾟﾗｽ社

キャッシュレス対応機

財閥系
顧客と共同開発(多温度対応)

ｷｬｯｼｭﾚｽ対応(顧客ビジネス支援)

・省エネ/環境対応ニーズの高まり
・大型中身飲料の販売(商品多様化)
・アフターサービスの信頼性

・サテライト店舗拡大 → 自販機活用
・多品種商品の販売 (飲料/食品/物品/ｺｰﾋｰ)
・自販機活用による自社の電子マネー普及加速

顧客 飲料メーカー コンビニ・店舗顧客

顧客ニーズに対応した機材提供、顧客戦略の推進

日本品質を求める顧客の
重点攻略（大手飲料メーカー）

省エネ飲料機

卓上
コーヒー機

ITロッカー

冰山集団と連携→店舗ﾁｬﾈﾙ強化

ショーケース型
自販機

新型
食品機
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店舗流通：売上拡大戦略
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新
規
技
術

既
存
技
術

既存顧客 新規顧客

抽出
技術冷蔵

冷凍

店舗コア技術
気流
制御

ショーケース
釣銭機

カウンター

微細
搬送

コンビニ
トータルソリューション

次世代ショーケース
→ 長鮮度ケース
→ CO2対応ケース

次世代
ｶｳﾝﾀｰ商材

自販機コンビニ

食品ロス削減非接触ニーズ 省人/省力ニーズ

新製品 新製品

国内コンビニの機材シェア「ナンバー１」を維持し、ニーズ対応商材で市場開拓を推進

コンビニ
スーパー

POSメーカー

宅配
ロッカー大型物品機

買い物
支援機器

ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ
BOX

無人化店舗の進化

開発

非対面ニーズ釣銭機 店舗運営管理システム

新規顧客開拓（ﾄﾞﾗｯｸﾞ/食品販売/物流など）

全面液晶/双方向
ショーケース型自販機
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グローバルものつくり体制
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（中国）

DFB*1

（インドネシア）

FMS*2

ものつくり
支援

部品

＜中国＞
・中国向け自販機生産

・現地ニーズに対応した機種展開

＜東南アジア＞
・グローバル共通部品の生産

・東南アジア向け自販機生産*1 DFB：大連富士冰山自動販売機社
*2 FMS：フジメテックスマラン社

三重工場
(マザー工場)

＜国内＞
・マザー工場：リージョナル拠点支援

・国内向け製品生産

・原価低減による体質強化

生産
合理化

固定費
圧縮

拠点
統合

地産地消生産体制による、拠点別の効率的な「ものつくり運営」
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18
14

2020年度

実績

2021年度

経営計画

26
20

2020年度

実績

2021年度

経営計画
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設備投資・研究開発

※研究開発費をテーマに応じてセグメントに分類したもので、決算短信記載の数値とは異なります。

設備投資（億円）

増減

-4

研究開発（億円）

増減

-6

* DFB：大連富士冰山自動販売機社

「成長戦略」に必要な「製品開発」に集中

・高付加価値自販機、
店舗ニーズに対応した「新製品」の投入

・IoT、AIを活用した、
システムビジネス商材の開発

生産性向上に向けた合理化投資に集中し、
設備更新投資を抑制

・三重 ：生産性向上に向けた投資
(自働化、近接化)

・DFB* ：機種拡大に伴う金型投資
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注記
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１．本資料及び本説明会に含まれる予想値及び将来の見通しに関する記述・

言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいておりま

す。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化

により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社

は、将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するもので

はありません。

２．本資料は、情報の提供を目的とするものであり、弊社の株式の売買を勧誘する

ものではありません。

３．目的を問わず、本資料を無断で引用または複製することを禁じます。


